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市
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

連
携
す
る
「
H
P
検
索
」
「「
H
P
H
P
検
索
」
の
番
号
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」

検
索
」
の
番
号
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」

の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
し
検
索
す
る
と
、
関
連
記
事
を
す
ぐ
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す

の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
し
検
索
す
る
と
、
関
連
記
事
を
す
ぐ
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す

まめメール

災害時の緊急情報や市の情報を
電子メールで配信。登録が必要

ツイッター
フェイスブック

災害時の緊急情報はツイッター
イベント情報はフェイスブック

市報などを
電子書籍で

自動翻訳し 10言語で配信
自動音声読み上げにも対応

防災行政無線の
放送内容の確認

☎0120-282-283（通話料無料）
で放送内容を確認できます

パソコン•
スマホ等で

電話で

　
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
野
田
み

こ
し
パ
レ
ー
ド
が
、
７
月
29
日
土
（
荒

天
中
止
）、
４
年
ぶ
り
に
本
町
通
り
中

心
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
野
田
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
で
は
、
市
内

各
地
区
の
み
こ
し
の
ほ
か
、
獅
子
・
樽

な
ど
、
他
市
で
は
見
ら
れ
な
い
ユニ
ー
ク

な
み
こ
し
も
登
場
し
、
野
田
特
有
の
ガ

ン
ガ
ラ
の
リ
ズ
ム
と
、
勇
ま
し
い
掛
け

声
が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
す
。

　
ま
た
、
野
田
み
こ
し
の
伝
統
と
文

化
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

に
、
市
内
の
小
学
生
約
400
人
が
元
気

よ
く
担
ぐ
「
子
ど
も
み
こ
し
パ
レ
ー

ド
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

【
時
間
】
子
ど
も
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
は

15
時
30
分
～
16
時
30
分
、
大
人
み
こ

し
パ
レ
ー
ド
は
17
時
10
分
～
21
時
30

分【
参
加
団
体
の
み
こ
し
（
予
定
）】
上
町

金
獅
子
み
こ
し
／
仲
町
黒
獅
子
み
こ
し

／
下
町
金
獅
子
み
こ
し
／
上
花
輪
大

杉
み
こ
し
／
太
子
堂
大
杉
み
こ
し
／
中

野
台
大
杉
み
こ
し
／
清
水
大
杉
み
こ
し

／
七
光
台
大
杉
み
こ
し
／
中
根
大
杉

み
こ
し

【
問
合
せ
】
野
田
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
実

行
委
員
会
事
務
局
（
野
田
商
工
会
議

所
内
）
☎
�
７
１
２
２‐
３
５
８
５

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
８
５
０
５

ガラケー用

健康スポーツ文化都市宣言記念健康スポーツ文化都市宣言記念

コロナ前の夏まつりの熱気が再び野田にコロナ前の夏まつりの熱気が再び野田に

野田みこしパレード野田みこしパレード

みこしのすれ違いは圧巻みこしのすれ違いは圧巻
野田みこしパレードＰＲキャラクター野田みこしパレードＰＲキャラクター

やんわりまえだくんやんわりまえだくん



　市報のだ 令和5年7月1日号

❷

　

野
田
市
は
、「
夢
の
あ
る
住
み
よ

い
ま
ち
」「
元
気
で
明
る
い
家
庭
を

築
け
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
４
月
１

日
に
「
健
康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都
市
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
宣
言
の
趣
旨
を
よ
り

知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
宣
言
名
を

冠
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
順
次
、
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
野
田
の
つ
く
舞　
７
月
15
日
土
19

時
30
分
ご
ろ
か
ら
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
駐

車
場（
野
田
350
）で
。
14
・
５
メ
ー
ト

ル
の
柱
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る「
ジ

ュ
ウ
ジ
ロ
ウ
サ
ン
」の
雨
乞
い
の
妙

技
。
国
選
択
・
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
。
ち
ば
文
化
資
産
。
問
生
涯
学

習
課
☎
�
７
１
９
9
︲
８
５
９
５

◆
野
田
の
ば
っ
ぱ
か
獅
子
舞　
７
月
24

日
月
19
時
か
ら
八
幡
神
社（
清
水
）で
。

疫
病
退
散
・
五
穀
豊
穣
を
願
い
、
棒
術

や
居
合
術
の
ほ
か
三
匹
獅
子
舞
を
奉

納
。
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
。
問
生

涯
学
習
課
☎
�
７
１
９
9
︲８
５
９
５

◆
野
田
み
こ
し
パ
レ
ー
ド　
７
月
29

日
土
本
町
通
り
を
中
心
に
。
問
野
田

み
こ
し
パ
レ
ー
ド
実
行
委
員
会
事
務

局（
野
田
商
工
会
議
所
内
）☎
�
７
１

２
２
︲
３
５
８
５

◆
七
夕
を
楽
し
も
う　
７
月
１
日
土

～
７
日
金
の
だ
し
こ
ど
も
館
ｓ
ｕ
ｐ

ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｄ　

ｂ
ｙ　

ｋ
ｉ
ｋ
ｋ

ｏ
ｍ
ａ
ｎ
で
。
館
内
で
の
七
夕
飾
り

づ
く
り
を
実
施
。
問
同
館
☎
�
７
１

８
９
︲
７
９
６
１

◆
大
蔵
流　
狂
言
鑑
賞
会　
７
月
30

日
日
15
時
か
ら
興
風
会
館
で
。
市
内

出
身
の
小
梶
直
人
さ
ん
な
ど
、
プ
ロ

の
能
楽
師
３
人
に
よ
る
狂
言
。無
料
。

当
日
会
場
へ
。
問
公
益
財
団
法
人
興

風
会
☎
�
７
１
２
２
︲
２
１
９
１

◆
北
千
葉
浄
水
場
親
子
見
学
会　
8

月
23
日
水
13
時
に
水
道
部（
中
根
324
）

集
合
、
17
時
解
散
予
定(

駐
車
場
あ

り
）。
水
を
き
れ
い
に
す
る
実
験
や
普

段
は
見
ら
れ
な
い
浄
水
施
設
の
見
学

の
ほ
か
、
水
道
部
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
「
す
い
っ
ぴ
ー
」と
の
写
真

撮
影
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
。
対
象
は
、
小
学
生
と
そ

の
保
護
者（
令
和
5
年
7
月
1
日
時

健康スポーツ文化都市宣言健康スポーツ文化都市宣言
記念事業記念事業

点
で
18
歳
以
上
の
方
）。
親
子
で
参

加
必
要
、
兄
弟
も
参
加
可（
未
就
学

児
童
は
不
可
）。定
員
は
20
人（
抽
選
）。

申
込
み
は
、
7
月
1
日
土
～
24
日
月

に
水
道
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
申
込

み
フ
ォ
ー
ム
で（
抽
選
結
果
は
7
月
31

日
月
ま
で
に
メ
ー
ル
で
通
知
）。
問
水

道
部
業
務
課
☎
�
７
１
２
４

︲
５
１
４
５

◆
野
田
の
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作

品
募
集　

テ
ー
マ
は「
野
田
市
内
に

あ
る
花
の
あ
る
風
景
」、「
野
田
市
内

の
川
の
あ
る
風
景
」、「
野
田
と
ス
ポ

ー
ツ
」、「
し
ょ
う
ゆ
の
香
り
が
漂
う

野
田
の
街
並
み
」、「
鈴
木
貫
太
郎
ゆ

か
り
の
地
、
関
宿
を
巡
る
」。
令
和

４
年
11
月
15
日
～
５
年
11
月
14
日
に

撮
影
し
た
写
真（
２
Ｌ
サ
イ
ズ
）。
申

込
み
は
11
月
14
日
火（
消
印
有
効
）ま

で
に
〒
278
︲
８
５
５
０
観
光
協
会
事

務
局（
Ｐ
Ｒ
推
進
室
内
）へ
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

【
問
合
せ
】Ｐ
Ｒ
推
進
室
☎
�
７
１
９

９
︲
２
０
９
０

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
７
３
８
３



　　市報のだ 令和5年7月1日号

❸

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
市
議
会
の

冒
頭
で
、
鈴
木
市
長
は
17
項
目
の
市

政
に
関
す
る
一
般
報
告
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
号
の
市
報
で
は
項
目
の
み
を
紹

介
し
、
全
文
は
、
市
役
所
や
関
宿
支

所
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
、
各
出

令
和
５
年
第
４
回

定
例
市
議
会
市
政
一
般
報
告

◆鈴木貫太郎記念館再建
基金指定寄附金に… ▼

100万円＝松浦建設株式
会社 代表取締役 松浦信一
様（東金野井）
◆木間ケ瀬保育所の保育
用備品に… ▼ワイヤレス
マイク付き移動式スピー
カー１台（10万円相当）＝
株式会社関宿急便 代表取
締役社長 鶴岡等様（木間ケ
瀬）
◆木間ケ瀬小学校の体育
用備品に… ▼ハードル７
台、縄跳び練習台２台（20

寄 附

副
議
長
の
選
挙
結
果

　

６
月
９
日
、
定
例
市
議
会
で
、

前
副
議
長
の
辞
職
に
伴
い
、
副
議

副□
議□
長□
の□
横□
顔□

長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
副
議
長　
邑
樂
等
議
員

万円相当）＝株式会社関宿
急便 代表取締役社長 鶴岡
等様（木間ケ瀬）
◆小中学校及び不登校
児施設の衛生環境維持
のための消耗品に… ▼

ア ル コ ー ル 除 菌 ス プ
レ ー ５ リ ッ ト ル64本

（25万円相当）＝公益財
団法人 上原教育振興財
団 代表理事 上原廉裕様

（桐ケ作）
◆子どものための指定寄
附金に… ▼15万5,002円
＝野田ゆうゆう会様

張
所
、
各
公
民
館
、
各
図
書
館
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及

び
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況
に
つ
い
て

◆
物
価
等
高
騰
対
策
に
つ
い
て

◆
健
康
ス
ポ
ー
ツ
文
化
都
市
宣
言
に

つ
い
て

◆
鈴
木
貫
太
郎
記
念
館
の
再
建
に
つ

い
て

◆
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
積
極
的
な

投
資
施
策
に
つ
い
て

◆
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

◆
交
通
不
便
地
域
対
策
に
つ
い
て

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
対
策
に

つ
い
て

◆
連
続
立
体
交
差
事
業
及
び
関
連
す

る
事
業
の
進
捗
に
つ
い
て

◆
東
京
直
結
鉄
道
の
建
設
実
現
に
向

け
て
の
取
組
に
つ
い
て

◆
生
物
多
様
性
自
然
再
生
事
業
に
つ

い
て

◆
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て

◆
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購

入
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

◆
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

◆
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て

◆
木
野
崎
地
先
の
物
流
施
設
計
画
に

つ
い
て

◆
結
婚
支
援
事
業
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】総
務
課
☎
�
７
１
２
３
︲

１
０
７
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
８
０
１
６

健康スポーツ文化都市宣言のロゴマーク健康スポーツ文化都市宣言のロゴマーク

安
全
安
心
で

長
く
住
み
続
け
ら
れ
る
野
田
に

　
「
少
子
化
対
策
や
公
共
施
設
の

老
朽
化
対
策
、
学
校
教
育
環
境
の

充
実
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
な

ど
の
課
題
へ
の
対
策
を
、
着
実
に

進
め
る
こ
と
が
長
く
住
み
続
け
た

い
街
に
近
づ
く
こ
と
だ
と
信
じ
て

い
ま
す
」
と
邑
樂
副
議
長
。

　
「
政
策
内
容
を
見
極
め
、
大
切

な
税
金
を
無
駄
な
く
使
う
こ
と

も
、
市
や
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
大

き
な
責
任
」
と
も
話
し
ま
す
。

　

普
段
は
ド
ラ
イ
ブ
が
趣
味
で
、

家
族
と
長
野
県
や
新
潟
県
な
ど
の

里
山
に
出
か
け
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す

る
そ
う
で
、「
色
々
な
場
所
に
出

か
け
ま
す
が
、野
田
は
田
園
や
畑
、

工
業
、
商
業
地
域
な
ど
緑
豊
か
な

自
然
と
都
市
が
共
存
す
る
素
晴
ら

し
い
場
所
と
改
め
て
気
付
き
ま
す

よ
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

最
後
に
、「
政
治
に
関
し
て
何

も
知
ら
な
い
会
社
員
か
ら
議
員
に

な
っ
た
よ
う
に
、
何
歳
に
な
っ
て

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
野
田
市
に
貢
献
で
き

れ
ば
」
と
結
び
ま
し
た
。

野田市議会副議長
邑樂等さん
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市
で
は
、
待
機
児
童
の
解
消
に
向

け
て
、
保
育
士
な
ど
を
目
指
す
学
生

や
保
育
資
格
な
ど
を
持
っ
て
い
る
方

に
向
け
た
保
育
士
合
同
就
職
説
明
会

を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
市
内
公
立
保
育
所
や
私

立
保
育
園
、
私
立
認
定
こ
ど
も
園
、

私
立
幼
稚
園
な
ど
市
内
30
園（
13
法

人)

の
職
員
か
ら
、
施
設
の
特
徴
や

保
育
の
様
子
、
福
利
厚
生
の
情
報
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
当
日
は
ビ
デ
オ

会
議
ツ
ー
ル「
Ｚズ

ー

ム

Ｏ
Ｏ
Ｍ
」を
使
っ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
で
き
ま
す
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
保

育
お
役
立
ち
ブ
ッ
ク
と
、
保
育
所
の

給
食
で
提
供
し
て
い
る
野
田
市
産
の

黒
酢
米
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
第

2
回
保
育
士
合
同
就
職
説
明
会
は
9

月
30
日
土
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
７
月
１５
日
土
13
時
30
分
～

15
時
30
分

【
会
場
】
市
役
所
８
階
大
会
議
室

【
対
象
】
市
内
保
育
所
な
ど
に
勤

務
を
希
望
し
、
保
育
士
や
保
育
教

諭
、
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る

方
（
取
得
見
込
み
も
含
む
）

【
申
込
み
】
当
日
会
場
へ
（
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
の
場
合
は
事
前
問
合
せ
を
）

【
問
合
せ
】
子
ど
も
保
育
課
☎
�
７

　

昨
年
、
保
育
士
合
同
就
職
説
明

会
に
参
加
し
て
お
話
を
伺
っ
た
際

に
、
ブ
ー
ス
に
行
く
と
笑
顔
で
あ

い
さ
つ
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
事
や
、

質
問
や
相
談
な
ど
に
も
丁
寧
に
答

え
て
く
だ
さ
っ
た
事
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
説
明
会
で
、
園
に

つ
い
て
も
よ
り
詳
し
く
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
５
歳
児
ク
ラ
ス
の
副

担
任
と
な
り
、
子
ど
も
の
成
長
や

発
達
を
身
近
で
見
る
こ
と
が
で
き

て
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
子
ど

も
の
言
葉
か
ら
気
付
か
さ
れ
る
こ

と
も
多
く
、
５
歳
児
な
ら
で
は
の

姿
に
驚
く
ば
か
り
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
方
に

と
っ
て
、
園
が
楽
し
く
安
心
で
き

る
場
所
に
な
る
よ
う
に
丁
寧
に
接

し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
先
輩
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
、
ま
た
自
分
自
身
も
経

験
を
積
み
、
楽
し
み
な
が
ら
保
育

を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
運
動
会
や
発
表
会
、
毎
月
の
誕

生
会
な
ど
の
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、

日
々
の
保
育
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
実
感
す
る
こ
と
に

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
入
所
し
た
当
初
は
保

護
者
か
ら
離
れ
る
と
不
安
に
な
り

す
ぐ
に
泣
い
て
し
ま
っ
て
い
た
子

ど
も
た
ち
が
、
日
々
の
生
活
を
通

し
て
、
抱
っ
こ
を
求
め
て
き
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

時
間
を
か
け
て
私
た
ち
を
信
頼
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た

と
き
、
大
き
な
喜
び
や
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
成
長
の
様
子
や
そ

の
日
の
出
来
事
、
家
庭
で
の
様
子

を
保
護
者
の
方
と
お
話
し
す
る
こ

と
も
と
て
も
う
れ
し
い
時
間
で
す
。

　
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
仲
間
と

行
事
の
準
備
な
ど
を
進
め
、
成
功

す
る
こ
と
で
、
大
き
な
達
成
感
を

得
ら
れ
る
の
も
、
私
た
ち
の
仕
事

の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

南部保育所　主任南部保育所　主任
細谷　夏紀さん細谷　夏紀さん

やなぎさわ幼稚園・保育園やなぎさわ幼稚園・保育園
松橋　ほのかさん松橋　ほのかさん

  野田市、保育士、待遇良し野田市、保育士、待遇良し

保育士合同就職説明会を開催保育士合同就職説明会を開催

❹

１
９
９
‐
４
４
７
７

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
７
８
６
７
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❺

今
年
の
水
遊
び
や
水
泳
は

　
市
内
民
間
施
設
で

　

市
で
は
、
老
朽
化
に
よ
り
使
用

を
休
止
し
て
い
る
総
合
公
園
水
泳

場
の
今
後
の
方
針
と
し
て
、
廃
止

と
室
内
温
水
プ
ー
ル
を
含
め
た
跡

地
利
用
の
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
年
の
代
替
措
置
と
し

て
、
子
ど
も
が
水
に
親
し
ん
だ
り
、

大
人
が
水
泳
で
き
る
場
を
提
供
し

よ
う
と
、
市
内
民
間
施
設
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
利
用
料
金
の
助

成
や
、
施
設
の
休
館
日
な
ど
を
市

民
に
開
放
す
る
日
を
設
け
ま
し
た
。

●
清
水
公
園
ア
ク
ア
ベ
ン
チ
ャ
ー

　
利
用
前
に
清
水
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
予
約
（
利
用
日
の
１
か
月
前
）

し
、
利
用
日
に
窓
口
で
利
用
申
請
書

を
提
出（
本
人
確
認
で
き
る
書
類
持
参
）

し
て
い
た
だ
く
と
、市
民
割（
大
人
700
円・

子
ど
も
600
円
・
シ
ル
バ
ー
350
円
）
で
利

用
で
き
ま
す
。
利
用
期
間
は
７
月
１
日

土
か
ら
９
月
３
日
日
ま
で
で
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
＆
ス
パ 

ル
ネ
サ
ン
ス 

野
田
24

【
実
施
日
時
】
７
月
31
日
、
８
月
７

日
の
月
10
時
～
正
午
、
13
時
～
15
時

【
対
象
】
午
前
の
部
は
幼
児
か
ら
成

人
。午
後
の
部
は
幼
児
か
ら
中
学
生
。

（
小
学
３
年
生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
）

【
料
金
】
大
人
千
100
円
、
子
ど
も
550

円(

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
て
支
払
い)

【
定
員
】
各
枠
50
名

【
申
込
方
法
】
利
用
を
希
望
す
る
方

は
、
同
施
設
☎
�
７
１
２
２
‐
９
０

０
０
へ
事
前
に
申
し
込
む(

７
月

5
日
水
正
午
か
ら
予
約
開
始
）

●
野
田
ミ
ナ
ト
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

【
実
施
日
時
】 

7
月
1
日
土
～
28
日
金
、
8

月
1
日
火
～
28
日
月
（
29
日
～
31
日
休
館
）

の
営
業
時
間
内（
施
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

【
対
象
】
幼
児
～
大
人
（
小
学
生
以

下
は
日
㊗
の
み
・
２
歳
以
下
無
料
）

【
料
金
】
期
間
ビ
ジ
タ
ー
価
格
大

人
千
100
円
、
小
学
生
以
下
550
円
。

お
盆
期
間
8
月
10
日
木
～
16
日
水

は
特
別
価
格
大
人
990
円
、
小
学
生

以
下
440
円
（
支
払
い
は
現
金
の
み
）

【
定
員
】
状
況
に
よ
り
判
断

【
申
込
方
法
】
当
日
同
館
受
付
☎

�
７
１
２
９
‐
３
１
８
１

※
詳
細
は
各
施
設
へ
問
合
せ
を

【
問
合
せ
】
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎

�
７
１
２
３
‐
１
３
６
７

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
８
３
４
４

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
へ

重
点
支
援
給
付
金
を
支
給

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価

格
高
騰
に
よ
っ
て
家
計
へ
の
影
響
が

大
き
い
低
所
得
世
帯
に
、
１
世
帯
当

た
り
３
万
円
の
重
点
支
援
給
付
金
を

支
給
し
ま
す
。

【
対
象
】①
令
和
５
年
度
分
の
住
民
税

非
課
税
世
帯（
世
帯
全
員
の
住
民
税

均
等
割
が
非
課
税
）、
②
令
和
５
年

度
分
の
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世

帯（
世
帯
全
員
の
住
民
税
所
得
割
が

非
課
税
）、
③
令
和
５
年
１
月
以
降

の
収
入
が
予
期
せ
ず
減
少
し
た
世
帯

（
①
か
②
と
同
程
度
ま
で
収
入
が
減

少
）

【
今
後
の
予
定
】①
は
、
７
月
10
日

月
に
確
認
書
な
ど
を
発
送
。
同
日

か
ら
電
子
申
請
も
開
始
。
電
子
申

請
の
詳
細
は
、
確
認
書
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。
②
は
、
７
月
24
日

月
に
確
認
書
な
ど
を
発
送
し
ま
す
。

①
②
の
う
ち
、
令
和
５
年
１
月
２

日
か
ら
５
月
31
日
の
間
に
野
田
市

に
転
入
し
た
方（
世
帯
）は
、
８

月
７
日
月
に
確
認
書
な
ど
を
発
送
。

③
は
、
申
請
が
必
要

【
支
給
】７
月
下
旬
か
ら
開
始
。
７
月

３
日
月
か
ら
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎

0
１
２
０（
110
）631
を
開
設
。
受
付
は

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

【
問
合
せ
】
生
活
支
援
課
☎
�

７
１
２
３
‐
１
０
９
１

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
８
３
１
３

市
内
小
中
学
生
に

一
律
1
万
円
を
支
給

～
２
月
末
日
ま
で
に
申
請
を
～

　
県
で
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
踏

ま
え
、
小
学
生
と
中
学
生
の
児
童
と

生
徒
の
い
る
世
帯
に
対
し
、
令
和
５

年
度
子
ど
も
の
成
長
応
援
臨
時
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
基
準
日(

令
和
５
年
４
月

30
日)

に
お
い
て
県
内
在
住
の
小
学

校
１
年
生
～
中
学
校
３
年
生
の
児
童

と
生
徒
（
平
成
20
年
４
月
２
日
～
平

成
29
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
と

生
徒
）

【
支
給
対
象
者
】
令
和
５
年
４
月
30
日

時
点
で
野
田
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

対
象
児
童
・
生
徒
を
養
育
し
て
い
る
主

た
る
生
計
維
持
者
（
所
得
制
限
な
し
）

【
支
給
額
】
児
童
生
徒
1
人
当
た
り

一
律
１
万
円

【
支
給
手
続
き
】
①
…
令
和
５
年
５
月

分
の
児
童
手
当
を
野
田
市
か
ら
受
給

し
て
い
る
方
（
公
務
員
を
除
く
）
は
申

請
不
要
。
７
月
下
旬
に
支
給
。
②
…
①

以
外
の
対
象
の
方
で
該
当
す
る
方
は
、

申
請
が
必
要
。
申
請
書
を
受
理
し
審

査
後
に
支
給
。
支
給
対
象
の
方
に
は

８
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
を
送
付

【
申
請
期
間
】
令
和
６
年
２
月
末
日
ま

で
に
申
請
手
続
き
が
必
要
（
期
間
内

に
申
請
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

辞
退
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
を
）

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課
☎
�

７
１
9
９
‐
３
２
７
３

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
８
４
４
８
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❻

令
和
６
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の

市
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
募
集
】
①
一
般
行
政
職
（
上
級
）

＝
10
人
程
度
、
②
一
般
行
政
職
（
初

級
）＝
３
人
程
度
、③
消
防
士
A（
初

級
）
＝
３
人
程
度
（
大
学
卒
）、
④

消
防
士
B（
初
級
）＝
５
人
程
度（
高

校
卒
）、⑤
ス
ポ
ー
ツ
自
己
推
薦
（
一

般
行
政
職
・
上
級
）
＝
２
人
程
度
、

⑥
精
神
保
健
福
祉
士
（
上
級
）
＝
１

人
程
度
、
⑦
保
健
師
（
上
級
）
＝
１

人
程
度
、
⑧
土
木
技
術
職
（
上
級
）

＝
１
人
程
度
、
⑨
建
築
技
術
職
（
上

級
）
＝
２
人
程
度

【
受
験
書
類
の
配
布
・
請
求
】
①
～

④
は
８
月
７
日
月
ま
で
、
⑤
～
⑦
は

８
月
31
日
木
ま
で
、
⑧
⑨
は
７
月
18

日
火
ま
で
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分

（
平
日
の
み
、
愛
宕
駅
前
出
張
所
は

９
時
～
20
時
、土
は
17
時
15
分
ま
で
）

に
市
役
所
人
事
課
や
関
宿
支
所
、南・

北
・
中
央
・
愛
宕
駅
前
の
各
出
張
所

で
配
布
。
郵
送
で
の
請
求
（
試
験
職

種
を
明
記
し
、
120
円
切
手
を
貼
っ
た

角
形
２
号
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
）

や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
可

【
受
験
書
類
の
受
付
】
①
～
④
は
８

月
７
日
月
ま
で
、
⑤
～
⑦
は
８
月

31
日
木
ま
で
、
⑧
⑨
は
７
月
18
日
火

ま
で
に
申
込
書
な
ど
を
持
参
か
郵
送

（
①
～
⑦
は
各
締
切
日
の
消
印
有
効
、

⑧
⑨
は
締
切
日
必
着
）
で
、
〒
278
‐

８
５
５
０
野
田
市
役
所
人
事
課
へ

※
郵
送
の
場
合
は
、
簡
易
書
留
な
ど

引
き
受
け
か
ら
配
達
ま
で
確
認
で
き

る
方
法
を

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
受
験

案
内
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
、

市
役
所
人
事
課
へ
問
い
合
わ
せ
を

※
①
～
④
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

「
ち
ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
で
申

込
可

【
問
合
せ
】
人
事
研
修
係
☎
�
７
１

９
９-

４
９
１
９

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
①
～
④
は
１
０
３
８

４
３
７
、
⑤
は
１
０
３
８
４
３
８
、

⑥
⑦
は
１
０
３
８
４
３
９
、
⑧
⑨
は

１
０
３
８
４
４
０

令
和
６
年
４
月
採
用
の

市
職
員
を
募
集

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
は
お
早
め
に

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
通

知
書
が
届
い
て
い
る
方
で
、
ま
だ

カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
平
日
の
交
付
予
約
枠
に
余
裕
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
カ
ー
ド

を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
み
期
限

は
９
月
末
で
す
。
９
月
は
窓
口
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ポ
イ
ン

ト
の
取
得
を
希
望
す
る
方
も
、
早
め

に
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
一
部
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
の
付
与
申
込
み
を
９
月
末
よ
り

早
い
段
階
で
締
め
切
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
カ
ー
ド
の
交
付
予
約
方
法

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
予

約
は
、
予
約
サ
イ
ト
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
予
約
（
申
請
者
本
人
が
受
取
可
能

な
方
の
み
）
す
る
か
、
予
約
専
用
電

話
（
☎
�
７
１
９
９
‐
２
２

６
２
、
平
日
の
９
時
30
分
～

17
時
）
か
ら
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
受
取
を
お
手
伝
い

　
市
で
は
、
す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
、
ま
だ
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申
請
で
き
ず
お
困
り

の
方
の
た
め
に
、
申
請
の
お
手
伝
い

を
、
市
職
員
が
平
日
毎
日
、
市
役
所

市
民
課
や
関
宿
支
所
、南・北・中
央・

愛
宕
駅
前
出
張
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
持
ち
物
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

カ
ー
ド
の
暗
証
番
号（
数
字
４
桁
）、

付
与
し
た
い
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
、

通
帳
な
ど
口
座
の
わ
か
る
も
の

【
時
間
】９
時
～
16
時
30
分（
予
約
不

要
で
す
が
、
手
続
き
時
間
は
10
分
～

20
分
程
度
か
か
り
ま
す
）

【
問
合
せ
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当
☎

�
７
１
９
９
‐
２
２
６
２

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

予
約
は
１
０
３
５
４
０
４
、
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
は
１
０
３
４
７
１
８
、
ポ

イ
ン
ト
支
援
は
１
０
３
５
２
２
３
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市
で
は
、
ひ
と
り
親
に
な
っ
た

こ
と
の
悩
み
や
精
神
的
不
安
な
ど

が
少
し
で
も
解
消
で
き
る
よ
う
に

と
、「
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
総
合
対

投
票
は
政
治
参
加
へ
の
第
１
歩

　

最
近
の
野
田
市
の
投
票
率
を

グ
ラ
フ
に
し
ま
し
た
。
特
に
若
い

世
代
の
投
票
率
が
低
い
結
果
で
す
。

　
選
挙
は
、
私
た
ち
が
よ
り
よ

い
暮
ら
し
を
願
っ
て
、
私
た
ち

の
代
わ
り
に
そ
の
思
い
を
実
現

し
て
く
れ
る
政
治
家
を
選
ぶ
仕

組
み
で
す
。

　
18
歳
以
上
の
国
民
は
選
挙
で

投
票
す
る
権
利
を
持
っ
て
い
ま

す
。
投
票
は
、
最
も
基
本
的
な

政
治
と
の
関
わ
り
と
し
て
、
私

た
ち
に
保
障
さ
れ
て
い
る
大
切

な
権
利
で
す
。

【
問
合
せ
】
選
挙
係
☎
�
７
１

２
３
‐
１
５
８
０

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
７
５
３
８

❼

ひ
と
り
親
家
庭
等

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業

農
業
で
独
立
し
た
い
方
や

農
業
法
人
の
就　
職

希
望
者
を
募
集

　
市
で
は
、
株
式
会
社
野
田
自
然
共

生
フ
ァ
ー
ム
と
協
働
で
、
農
業
後
継

者
問
題
や
遊
休
農
地
問
題
な
ど
の
解

消
の
た
め
、
新
規
就
農
希
望
者
や
農

業
経
営
を
継
承
し
た
い
人
、
農
業
法

人
へ
の
就
職
希
望
者
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
度
、
株
式
会
社
野
田
自
然
共

生
フ
ァ
ー
ム
で
、
主
に
野
菜
の
生
産

に
意
欲
の
あ
る
就
農
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

　
主
な
業
務
内
容
は
、
市
の
ブ
ラ
ン

ド
農
産
物
で
あ
る
枝
豆
や
ニ
ン
ジ
ン

な
ど
を
中
心
と
し
た
野
菜
の
生
産
や

販
売
の
指
導
、
農
業
機
械
の
操
作
方

法
な
ど
で
す
。

　
農
業
者
と
し
て
独
立
や
農
業
法
人

へ
の
就
職
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
募
集
内
容

【
雇
用
形
態
・
時
給
】準
社
員（
フ
ル

タ
イ
ム
研
修
生
）・
千
20
円

【
就
労
時
間
】８
時
～
17
時（
休
憩
１

時
間
・
サ
マ
ー
タ
イ
ム
就
労
あ
り
）

【
そ
の
ほ
か
】準
社
員
及
び
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
等
就
業
規
則
に
基
づ
き
、
各

種
諸
手
当
あ
り

【
申
込
み
】株
式
会
社
野
田
自
然
共
生

フ
ァ
ー
ム
☎
�
７
１
５
７
‐
４
２
０

０【
問
合
せ
】農
政
課
☎
�
７
１
２
３
‐

■日程一覧
日程 内容 会場 定員 締め切り

8月 20日日
サンドブラスト 福田公民館

10人 8月 15日火

令和 6年
1月 14日日 10人 1月 9日火

9月 17日日
お菓子作り

南部梅郷公民館 15人 9月 12日火

10月 1日日 福田公民館 15人 9月 26日火

10月 15日日 フラワープレッ
サー（押し花） 北部公民館 20人 10月10日火

11月 19日日
太巻き寿司作り

南部梅郷公民館 20人 11月14日火

11月 26日日 東部公民館 20人 11月 21日火
１
０
８
６
、
株
式
会
社
野
田
自
然
共

生
フ
ァ
ー
ム
☎
�
７
１
５
７
‐
４
２

０
０（
就
労
に
関
す
る
質
問
・
応
募
は

野
田
自
然
共
生
フ
ァ
ー
ム
）

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
７
９
１
６

策
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

母
子
・
父
子
家
庭
の
子

ど
も
と
保
護
者
を
対
象

に
、
平
成
20
年
度
か
ら
、

ひ
と
り
親
家
庭
情
報
交

換
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
も
、
野
田
市
母

子
寡
婦
福
祉
会
の
協
力

で
、
各
種
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
各

開
催
日
の
５
日
前
ま
で
に

電
話
か
直
接
、
児
童
家
庭

課
☎
�
７
１
９
９
‐
３
２

７
３
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
０

３
７
６

投票、それは政治参加の第一歩！

最近の野田市の投票率をグラフにしました。
特に若い世代の投票率が低い結果です。

選挙は、私たちがよりよい暮らしを願って、私たちの代わりにその思いを実現し
てくれる政治家を選ぶ仕組みです。
１８以上の国民は選挙で投票する権利を持っています。
投票は、最も基本的な政治の関りとして、私たちに保障されている大切な権利で
す。

17. 43 13. 08 
15. 96 

19. 15 
23. 48 

32. 16 
37. 24 

27. 10 

39. 04 

28. 95 

34. 26 

41. 65 

49. 60 

63. 29 
67. 88 

44. 17 

27. 02 
20. 75 

26. 37 

31. 87 

39. 20 

52. 21 

58. 82 

43. 05 

30. 78 

26.57 
31.56 

36.81 

43.50 

54 73 
58.11 

38.61 

5.00 

15.00 

25.00 

35.00 

45.00 

55.00 

65.00 

75.00 

投票率

18～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～年齢

　各選挙の年代別投票率

R5県議 R3衆議 R4市議 R4参議

.
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市
で
は
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
健
康
維
持
と
介
護
予
防
に
つ
な
げ

て
い
た
だ
こ
う
と
、「
介
護
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」を
行
っ
て
い
ま

す
。
指
定
の
介
護
保
険
施
設
な
ど
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
と
ポ
イ

ン
ト
が
貯
ま
り
、
集
め
た
ポ
イ
ン
ト

を
交
付
金
と
交
換
で
き
ま
す
。

◆
第
1
回
説
明
会
に
参
加
を

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に

参
加
す
る
に
は
事
前
説
明
会
へ
の
出

席
と
登
録
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、

電
話
で
野
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
説
明
会
の
日
時
・
場
所
】７
月
21
日

金
10
時
～
11
時
・
総
合
福
祉
会
館

【
受
付
期
間
】７
月
７
日
金
～
20
日
木

【
対
象
】65
歳
以
上
の
市
民
で
、
介
護

保
険
料
に
滞
納
が
な
く
、
介
護
保
険

制
度
の
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
を

受
け
て
い
な
い
方

【
定
員
】先
着
40
人

【
問
合
せ
】制
度
の
こ
と
は
高
齢
者
支

援
課
☎
�
７
１
２
３
‐
１
０
９
２
、

登
録
な
ど
は
野
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
☎
�
７
１
２
４
‐
３
９
３
９

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
６
０
５
２

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

健
康
維
持
と
介
護
予
防

　
預
貯
金
詐
欺
は
、
犯
人
が
警
察
官

や
銀
行
員
、
市
職
員
な
ど
を
名
乗
り
、

「
口
座
が
悪
用
さ
れ
て
い
る
」「
還
付

金
が
あ
る
」
な
ど
の
偽
り
の
電
話
を

か
け
る
電
話
de
詐
欺
の
手
口
の
１
つ

で
、
市
内
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
犯
人
と
話
さ
な
い
こ
と
や
自
宅
電

話
の
留
守
番
電
話
設
定
が
一
番
の
対

策
で
す
。
も
し
犯
人
か
ら
の
電
話
を

受
け
て
し
ま
っ
た
ら
、
落
ち
着
い
て

電
話
を
切
り
家
族
や
警
察
署
、
役
所

な
ど
に
確
認
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
自
宅
電
話
へ
の
特
殊
詐

欺
対
策
ア
ダ
プ
タ
の
設
置
費
用
（
上

限
８
千
800
円
）
も
補
助
し
て
い
ま
す

の
で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】防
犯
係
☎
�
７
１
９
９
‐

４
９
０
８

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
３
４
６
９
４

詐
欺
電
話
と
疑
っ
た
ら

家
族
に
ま
ず
相
談
を

コウノトリと共に暮らすまちづくり�
次世代の行動が豊かな自然をつなぐ

　市では、第２期生物多様性
のだ戦略に基づき、教育機関
や市民活動団体などとの連携
や協働の取り組みをスタート
しています。
　東京理科大学ふれあいの杜 学生と連携して作業学生と連携して作業

（中央の杜）では、ネーミングライツパートナーの東京理科
大学と連携して、学内の学生環境保全サークル「Ｒ

リ ソ
ｉＳＯ 

Ｒ
レ ン ジ ャ ー

ａｎｇｅｒ」と共にヤマユリの開花前（見頃は７月中旬予
定）に支柱を立てる作業を6月17日に行いました。
　次世代を担う学生たちが自然再生や生物多様性の保全に
関心を深め、自ら行動を起こすことで、野田市の自然環境
は守られ、次世代に引き継がれます。

【問合せ】みどりと水のまちづくり課☎�7199-8147
【ＨＰ検索】1006581

麻
し
ん（
は
し
か
）の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

　
麻
し
ん
患
者
が
関
東
地
方
で
も

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
急
性
の
全
身
感
染
症
で
あ
り
感

染
力
が
非
常
に
強
く
、
感
染
予
防

と
し
て
最
も
有
効
な
手
段
は
、
予

防
接
種
で
す
。

　
感
染
予
防
の
た
め
、
定
期
予
防

接
種（
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
）の
対
象
年
齢
の
方
は
、
早

め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

【
1
期
】1
～
2
歳
未
満（
2
歳
の

誕
生
日
前
日
ま
で
）

【
2
期
】平
成
29
年
4
月
2
日
生
ま

れ
～
30
年
4
月
1
日
生
ま
れ（
令

和
6
年
3
月
31
日
ま
で
）

【
問
合
せ
】保
健
セ
ン
タ
ー
☎
�
７

１
２
５
‐
１
１
９
０

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
５
９
１
５

夏
の
交
通
安
全
運
動

　

7
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
、「
ぺ

だ
る
こ
ぐ　
ぼ
く
の
あ
い
ぼ
う　
へ

る
め
っ
と
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
夏
の

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。　

　
夏
季
は
、
暑
さ
や
開
放
感
に
よ
る

安
全
意
識
や
集
中
力
の
低
下
、
休
み

期
間
の
交
通
網
利
用
の
変
化
で
重
大

事
故
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

お
互
い
に
ル
ー
ル
を
守
り
、
思
い
や

り
を
も
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用
を
助
成

　
市
で
は
、
令
和
5
年
4
月
1
日
以

降
に
購
入
し
た
新
品
の
自
転
車
乗
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
、
市
が
認
め
る
安

全
基
準
を
満
た
し
て
い
る
認
証
が
あ

る
も
の
を
対
象
に
購
入
費
用
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
助
成
は
購
入
費
用
の

2
分
の
1
で
３
千
円
が
上
限
で
す

（
１
人
１
回
ま
で
）。

【
問
合
せ
】市
民
生
活
課
☎
�
７
１
９

９
‐
４
８
９
８

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】交
通
安
全
運
動
は
１
０

０
５
２
０
６
、
購
入
助
成
は
１
０
１

１
１
６
０
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市
で
は
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
７
月
か
ら
９
月

ま
で
、
公
共
施
設
を
、
利
用
キ
ャ
ン

セ
ル
し
た
場
合
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を

免
除
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
�

７
１
２
３
‐
１
３
６
７

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
８
４
３
１

熱
中
症
対
策
と
し
て
公
共

施
設
キ
ャ
ン
セ
ル
料
免
除

　
令
和
４
年
度
下
期
は
、
建
設
改
良

費
に
老
朽
化
し
た
配
水
管
の
布
設
替

工
事
な
ど
５
件
で
０・
６
億
円
、
拡

張
事
業
費
に
消
火
栓
設
置
工
事
1
件

な
ど
で
０
・
08
億
円
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

下
期
の
業
務
量
は
、
給
水
人
口

14
万
９
千
71
人
で
普
及
率
97
・
１
パ
ー

セ
ン
ト
、
給
水
件
数
は
６
万
２
千
926

件
、
給
水
量
は
758
万
立
方
メ
ー
ト
ル

で
、
有
収
水
量
は
715
万
立
方
メ
ー
ト

ル
と
な
り
ま
し
た
。

◆
収
益
的
収
支
＝
水
道
料
金
な
ど
の

事
業
収
入
と
、
施
設
の
運
営
・
管
理

の
経
費
な
ど
事
業
年
度
内
の
経
営
活

動
状
況
を
示
す
も
の
で
す

◆
資
本
的
収
支
＝
水
道
管
の
布
設
や

浄
水
場
な
ど
の
施
設
の
建
設
・
整
備

を
す
る
経
費
と
財
源
で
、
投
資
活
動

状
況
を
示
す
も
の
で
す

【
問
合
せ
】
水
道
部
業
務
課
☎
�
７

１
２
４
‐
５
１
４
５

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
２
８
６
９
９

令
和
４
年
度
下
期

収益的収支

原水及び
浄 水 費

【収益的支出】
 総支出済額＝ 29.7 億円

0 3 6 9 12 15

配水及び
給 水 費

減 　 価
償 却 費

支払利息

そ の 他 

【収益的収入】
 総収入済額＝ 35.5 億円

0 5 10 15 20 25 30

水道料金

給水申込
納 付 金

負 担 金
補 助 金

そ の 他
（億円）

資本的収支

【資本的収入】
 総収入済額＝ 808 万円

0 200 400 600 800 1000

工事寄附
負 担 金

他 会 計
負 担 金

【資本的支出】
 総支出済額＝ 10.5 億円

0 1 2 3 4 5 6 7 8

建　  設
改 良 費

拡　  張
事 業 費

企 業 債
償 還 金

そ の 他 

水
道
事
業
の
業
務
状
況

予算現額
収入済額
下期

２6.0 億円
25.9 億円
13.9 億円

2.6 億円
2.7 億円
1.3 億円

4.4 億円
4.4 億円
2.3 億円

2.4 億円
2.5 億円
2.1 億円

予算現額
支出済額
下期

（億円）

14.0 億円
13.7 億円

7.1 億円

2.3 億円
2.1 億円
1.1 億円
9.8 億円
9.7 億円
4.9 億円
0.3 億円
0.3 億円
0.1 億円

4.2 億円
3.9 億円
2.5 億円

予算現額
収入済額
下期

75 万円
48 万円
48 万円

827 万円

（万円）

予算現額
支出済額
下期

（億円）

0.1 億円
0.0 億円
0.0 億円

8.0 億円
5.3 億円
4.8 億円

3.2 億円  
3.2 億円
1.6 億円

2.5 億円
2.0 億円
1.5 億円

現
在
の
国
保
の
限
度
額
適
用
認
定

証
や
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
の
有
効
期
限
は
７
月
末
で
す
。
継

続
に
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
国
保
加
入
者
で
８
月
以

降
も
認
定
証
が
必
要
な
方

※
70
歳
以
上
で
住
民
税
課
税
所
得
が

690
万
円
以
上
や
２
割
の
保
険
証
を
持
つ

住
民
税
課
税
世
帯
の
方
は
申
請
不
要

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
７
月
３
日
月

か
ら
国
保
給
付
係
☎
�
７
１
９
９
‐

２
２
６
４
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
３
１
６
７
０

国
民
健
康
保
険
限
度
額

適　
用
認
定
証
の
更
新

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
の
受
付

　

令
和
５
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険

料
の
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
の
受
付

は
7
月
３
日
月
か
ら
で
す
。
国
保
年
金

課
や
関
宿
支
所
、
年
金
事
務
所
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
（
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

で
電
子
申
請
も
可
）。
失
業
等
を
理
由

と
す
る
申
請
は
、
離
職
票
な
ど
が
必

要
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
４
年
度
分

を
申
請
し
、
継
続
審
査
申
出
受
付
済

と
記
載
の
結
果
通
知
書
が
届
い
て
い
る

方
は
５
年
度
分
の
申
請
は
不
要
で
す
。

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
７
月
３
日
月
か
ら

国
民
年
金
係
☎
�
７
１
２
３
‐
１
０
８
２

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
２
８
１
４
２

760 万円
760 万円

　
木
野
崎
病
院
内
の
南
第
２
高
齢
者
な

ん
で
も
相
談
室
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
）
は
、
６
月
９
日
で
廃
止
に
な
り
ま

し
た
。
花
井
・
堤
根
・
花
井一丁
目
・
下
三

ケ
尾
・
三
ツ
堀
・
瀬
戸
・
瀬
戸
上
灰
毛
・

木
野
崎
・
上
三
ケ
尾
・
二
ツ
塚
・
西
三
ケ

尾
の
方
は
市
役
所
庁
舎
１
階
の
高
齢
者

支
援
課
高
齢
者
な
ん
で
も
相
談
室
（
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）が
担
当
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
高
齢
者
支
援
課
☎
�
７

１
９
９
‐
２
８
６
６

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
２
３
６
４
０

南
第
２
高
齢
者
な
ん
で
も
相
談
室
は
廃
止
に
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化
石
だ
け
で
な
く
、
古
生
物
学
の

入
門
書
に
も
な
る
本
で
す
。
化
石
を

通
じ
て
命
の
歴
史
や
地
球
環
境
の
変

動
を
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
い
ま
す
。「
生
命
と
は
な
に

か
」も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

に
ん
げ
ん
と
よ
う
か
い
が
な
か
よ

く
く
ら
す
む
ら
に
、
あ
る
ひ
あ
や
し

げ
な
わ
か
も
の
が
あ
ら
わ
れ
た
。
ヌ

ラ
リ
ヒ
ョ
ン
・
パ
パ
は
ナ
ン
ジ
ャ
さ

ん
の
ご
せ
ん
ぞ
の
た
か
ら
も
の
を
ま

も
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
。

「化石のきほん」

「ヌラリヒョン ・ パパにまかせな
さい ！ ねらわれた宝もの」
富安　陽子・作
山村　浩二・絵

理論社

New Books

北 図 書 館☎� 7129-8811 せきやど図書館☎� 7198-4946
興風図書館☎� 7123-7611 南 図 書 館☎� 7125-7981

せきやど図書館の推せん図書

泉　賢太郎・著
誠文堂新光社

市
で
は
、6
月
4
日
、野

田
商
工
会
議
所
女
性
会
と

共
催
で
、自
然
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
「
子
供
た
ち
と
作
る

『
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』」を
、の

だ
し
こ
ど
も
館
ｓ
ｕ
ｐ
ｐ

ｏ
ｒ
ｔ
ｅ
ｄ
ｂｙ
ｋ
ｉ
ｋ

ｋ
ｏ
ｍ
ａ
ｎ
で
開
催
し
た
。

参
加
し
た
児
童
は
「
初

め
て
花
を
植
え
た
け
れ
ど
、

水
を
あ
げ
る
と
元
気
に
育

つ
よ
う
に
感
じ
た
。花
が

も
っ
と
咲
い
た
ら
ま
た
見
に

来
た
い
な
」と
話
し
て
い
た
。

土
に
触
れ
て
植
物
を
大
切
に

花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
催

特別な肥料で育てたベゴニアを手植え特別な肥料で育てたベゴニアを手植え

東
京
理
科
大
学
で

水
素
を
活
用
し
た
未
来
を
紹
介

東
京
理
科
大
学
と
野
田

市
と
流
山
市
と
締
結
し
た

包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く

市
民
講
演
会
が
６
月
３
日

に
開
催
さ
れ
た
。

同
大
創
域
理
工
学
部
経

営
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
堂

脇
清
志
教
授
が
、
環
境
負

荷
を
軽
減
す
る
た
め
の

水
素
の
活
用
方
法
の
紹
介

や
、
水
素
で
動
く
自
転
車

の
社
会
実
験
で
の
成
果
や

水
素
社
会
実
現
に
向
け

た
、
地
域
と
の
取
り
組
み

な
ど
を
紹
介
し
た
。

リサイクルは本当にエコかどうかの検証も

文
学
界
の
登
竜
門
で
新
人
賞
に
輝
く

新
進
気
鋭
の
小
説
家

小
池　
水
音
さ
ん

　

小
池
水み
ず
ね音
さ
ん
は
デ
ビ
ュ
ー
作「
わ

か
ら
な
い
ま
ま
で
」で
新
潮
新
人
賞
を

受
賞
、
昨
年
発
表
の
第
３
作「
息
」が
三

島
由
紀
夫
賞
候
補
作
に
選
出
さ
れ
た

文
壇
注
目
の
小
説
家
で
す
。「『
喪
失
の

後
に
続
く
長
い
時
間
』が
主
な
テ
ー
マ

で
す
。
明
る
い
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
別
れ
を
経
験
し
た
読
者
か
ら
は
涙

を
流
し
た
と
い
う
声
も
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
う
し
た
読
者
を
裏
切
ら
ず
真し
ん
し摯
に

書
き
続
け
た
い
で
す
」と
語
り
ま
す
。

　

都
内
で
生
ま
れ
育
ち
、
サ
ッ
カ
ー

に
情
熱
を
注
ぐ
学
生
時
代
を
過
ご

し
た
そ
う
で
す
が
、
20
歳
で
経
験
し

た
姉
と
の
死
別
を
契
機
に
、
生
と
死

の
意
味
を
問
う
よ
う
に
読
書
に
没
頭
。

そ
の
10
年
後
に
書
い
た
１
作
目
の
小

説
で
新
潮
新
人
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
現
在
、「
創
作
意
欲
を
か
き
立
て
ら

れ
る
場
所
」と
し
て
祖
母
が
住
み
、
よ

く
訪
れ
て
い
た
野
田
へ
転
居
。「
名
建
築

が
多
く
残
る
街
な
か
や
江
戸
川
沿
い

を
散
策
す
る
の
が
好
き
な
の
で
、『
息
』

に
は
野
田
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
野
田
の
街
で

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
書
き
続
け
た
い

で
す
」と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

野
田
在
住
・
平
成
３
年
生
ま
れ

市民訪問
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みんなで支えるバリアフリー（65）

7 月は社会を明るくする
運動強調月間です

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
て
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
安
全
で
安
心
な
明

る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
全
国

的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

た
も
の
が
「
行
動
目
標
」
で
す
。

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立

ち
直
り
を
支
え
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地

域
社
会
で
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、地
域
社
会

の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し
よ
う

　
ま
た
、
罪
を
犯
し
た
人
や
そ
の
家

族
に
対
し
て
、
就
職
差
別
や
住
居
の

確
保
が
困
難
な
ど
の
人
権
問
題
が
起

き
て
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め

に
も
立
ち
直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を

社
会
で
受
け
入
れ
て
い
く
こ
と
で
犯

罪
や
非
行
な
ど
を
す
る
人
を
生
み
出

さ
な
い
地
域
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

わが家の自慢料理

竹澤幸代さん（尾崎）

手軽で簡単！イカとキュウリの前菜

①キュウリはビニール袋に入れ、麺棒などで袋の上か
らたたいて粗くつぶしたら、塩をまぶし、袋は閉じず
ボウルに入れ重石をのせて一晩おく②イカは食べやす
い大きさに切り分けた後、熱湯でゆで、色が変わったら、
ざるに移して水をかけて冷ます③❶を粗く手でちぎり、
ざるに移して熱湯をかけ青臭さをとり、すぐ冷ます④
❷と❸をボウルに移し、調味料を入れ、混ぜあわせたら、
出来上がり
※すぐ食べてもおいしいですが、半日くらいおくと味
がなじんでさらにおいしいですよ
《材料》2～3人前：キュウリ3本、塩小さじ１、イカ（冷凍可）１杯
（調味料）塩適量、黒こしょう適量、うま味調味料0.5グラム、ラー
油小さじ１、ごま油小さじ１

　

そ
の
中
で

地
域
に
根
ざ

し
た
運
動
と

し
て
よ
り
効

果
的
に
推
進

で
き
る
よ
う

に
設
定
さ
れ

だれもが安心して暮らせる社会をだれもが安心して暮らせる社会を

鈴木貫太郎翁を知る（22）

松
戸
市
に
も

貫
太
郎
翁
の
息
吹
が

　
松
戸
市
立
小
金
小
学
校

は
、
今
年
で
創
立
150
年
を

迎
え
た
歴
史
あ
る
学
校
で

す
。
学
校
に
は
、
鈴
木
貫

太
郎
翁
の「
修し
ゅ
う
と
く
り
つ
ぎ

徳
立
義
」の

書
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

非
常
に
力
強
い
書
体
で
書

か
れ
て
い
る
の
が
印
象
的

で
す
が
、
い
つ
頃
に
な
ぜ
、

貫
太
郎
翁
が
書
い
た
の
か

は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
貫
太
郎
翁
の
首
相
就
任

を
祝
い
東
葛
飾
郡
の
小
学

校
な
ど
が
送
っ
た
作
文
集

に
は
、
小
金
小
学
校
講
堂

の
入
口
に
翁
の
書
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
の
で
、
戦
前
に

は
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
作
文
に
は
、
同
じ

郡
内
出
身
の
首
相
誕
生
を

喜
び
、
お
祝
い
の
式
を
開

い
た
と
も
あ
り
ま
す
。
当

時
の
校
長
は
関
宿
小
学
校

か
ら
赴
任
し
た
人
物
で
、

貫
太
郎
翁
の
話
を
聞
い
た

児
童
た
ち
は
、
貫
太
郎
翁

を
地
元
の
偉
人
と
し
て
認

識
し
喜
ん
だ
よ
う
で
す
。

書は大きく「義」の字は縦 40センチを超える書は大きく「義」の字は縦 40センチを超える

６
月
15
日
、
県
誕
生
150

周
年
記
念
「
ち
ば
文
化
資

産
選
定
セ
レ
モ
ニ
ー
」
が

そ
ご
う
千
葉
店
で
開
催
さ

れ
た
。

「
御
用
醤
油
醸
造
所
（
御

用
蔵
）」
と
「
野
田
の
つ
く

舞
」
が
ち
ば
文
化
資
産
に

追
加
選
定
さ
れ
、
千
葉
県

知
事
か
ら
キ
ッ
コ
ー
マ
ン

㈱
と
野
田
津
久
舞
保
存
会

に
選
定
証
が
授
与
さ
れ
た
。

会
場
内
に
は
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス
が
設
置
さ
れ
、
展
示
や

物
販
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

野
田
の
２
つ
の
文
化
財
が

ち
ば
文
化
資
産
に
追
加
で
選
定

御用蔵はキッコーマン㈱、つく舞は野田津久舞保存会に授与御用蔵はキッコーマン㈱、つく舞は野田津久舞保存会に授与
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◆
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ス
ク
ー
ル

7
月
14
日
～
28
日
の
金

関
宿
パ
ー
ク
Ｍモ
ッ
プ
ス

Ｏ
Ｐ
Ｓ（
関
宿
総
合
公

園
）体
育
館
で
。
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ク
ラ
ス

（
小
学
生
の
未
経
験
者
）…
17
時
～
18
時

10
分
。
3
千
960
円
。
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス（
小

学
生
の
経
験
者
）…
18
時
15
分
～
19
時

25
分
。3
千
960
円
。ジ
ュニ
ア
ク
ラ
ス（
中

学
生
）…
19
時
30
分
～
21
時
。
4
千
950

円
。
い
ず
れ
も
全
３
回
。
専
任
コ
ー
チ

が
指
導
。
館
内
シ
ュ
ー
ズ（
あ
れ
ば
ボ
ー

ル
）持
参
。
申
込
み
は
い
ず
れ
も
事
前

に
同
館
☎
�
７
１
９
８︲８
５
０
０
へ

◆
県
立
関
宿
城
博
物
館
で
講
座
な

ど

①
同
館
友
の
会
勉
強
会「
東
葛
地

方
の
中
世
の
歴
史
に
つ
い
て
」…
7
月
15

日
土
13
時
15
分
～
15
時
30
分
。
中
山

文
人
氏（
松
戸
市
立
博
物
館
学
芸
員
）に

よ
る
講
演
。
先
着
30
人
。
②
夏
休
み
子

ど
も
ス
ケ
ッ
チ「
高
瀬
船
を
描
こ
う
」…
７

月
22
日
土
～
8
月
31
日
木
9
時
～
16

時
30
分
。
第
３
展
示
室
に
あ
る
高
瀬
船

の
模
型
を
ス
ケ
ッ
チ
。
③
博
物
館
セ
ミ

ナ
ー「
河
川
敷
の
植
物
い
ろ
い
ろ
」…
８
月

20
日
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分
。
岩

槻
秀
明
氏（
同
館
調
査
協
力
員
）に
よ
る

講
演
。
先
着
40
人
。
100
円
。
申
込
み
は

①
は
7
月
5
日
水
か
ら
Ｆ
Ａ
Ｘ（
講
座

名
・
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を

明
記
）、
③
は
7
月
20
日
木
9
時
か
ら
電

話
か
直
接
同
館
①
は
☎
�
７
１
９
６︲１

４
０
０
・

�
７
１
９
６︲３
７
３
７
へ

◆
初
級
パ
ソ
コ
ン「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の

活
用
」
7
月
21
日
～
28
日
の
火
金
10

時
～
正
午
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
欅
の

ホ
ー
ル
内
）で
。
全
3
回
。
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
20
歳
以
上
で
ワ
ー
ド
の
基

本
操
作
と
文
章
入
力
が
で
き
る
方
。
20

人（
抽
選
）。
500
円
。
申
込
み
は
7
月
14
日

金
ま
で
に
電
話
か
直
接
、
は
が
き（
講
座

名
・
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
を

明
記
）で
〒
278︲０
０
３
５
中
野
台
168︲１

同
セ
ン
タ
ー
☎
�
７
１
２
３︲７
８
１
８
へ

◆
夏
休
み
図
書
館
講
座「
ダ
ン
ゴ
ム

シ
は
す
ご
い
！
」
7
月
23
日
日
10

時
30
分
～
正
午
興
風
図
書
館
で
。
柴

◎
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
原
則
無
料
。
自
主
的
な
活
動
（
催
し
物
・
会
員

募
集
）の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
発
行
日
の
1
か
月
前
ま
で
に
Ｐ
Ｒ
推
進
室
へ
。

催
し
の
変
更
や
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
各
主
催
者
に
確
認
を

  

講
座
・
講
演
会

  

イ
ベ
ン
ト

田
佳
秀
氏（
科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

に
よ
る
講
座
。
小
学
生
と
保
護
者
。

30
人（
抽
選
）。
申
込
み
は
７
月
６
日

木
～
12
日
水
に
電
話
か
直
接
同
館
☎

�
７
１
２
３
︲
７
６
１
１
へ

◆
消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
「
元
気
な
う
ち

に
始
め
る
終
活
～
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
」
7
月
26

日
水
10
時
～
11
時
30
分
市
役
所
8
階

大
会
議
室
で
。
矢
口
純一氏（
野
田
市
社

会
福
祉
協
議
会
）に
よ
る
講
座
。
先
着

80
人
。
申
込
み
は
7
月
５
日
水
か
ら
市

民
生
活
課
☎
�
７
１
２
３︲１
０
８
３
へ

◆
郷
土
博
物
館
主
催
講
座「
図
書
館

の
和
本
で
読
む
、
初
め
て
の
く
ず
し

字
」
9
月
3
日
～
10
月
1
日（
9
月

17
日
は
除
く
）の
日
10
時
～
正
午
興
風

図
書
館
で
。
全
４
回
。
江
戸
時
代
か

ら
明
治
時
代
に
出
版
さ
れ
た
和
本
で

く
ず
し
字
の
読
み
方
、
調
べ
方
を
学

ぶ
。
10
人（
抽
選
）。
100
円
。
申
込
み
は

8
月
4
日
金
ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
郷
土
博
物
館
☎
�
７
１
２
４
︲
６
８

５
１
・

�
７
１
２
４
︲
６
８
６
６
へ

◆
７
月
の
幼
稚
園
の
園
庭
開
放

当

日
会
場
受
付
。
問
各
幼
稚
園

野田の魅力を発見!!シリーズ⑭
「運がかえる」語呂合わせで愛される「運河カエル」

　利根運河は、江戸川と利根川間の航路の短縮ルートとして明
治23（1890）年に完成し、水運の恩恵で周辺には旅館や料亭な
どのお店が軒を連ねにぎわいましたが、水運の衰退などにより、
周辺の自然環境も大きく変化しました。
　また、宅地化などによって、沼地や湿地帯が減り、野生動物も減少
し、かつては騒がしく聞こえていたカエルの鳴き声も少なくなりました。
　たくさんいたカエルの痕跡をとどめるかのようなカエルの石像
が利根運河交流館の近くの道（山崎排水樋管前）にあります。由
来は不明ですが、十数年前に民家の庭で管理されていたものでしたが、所有者が変わった後に道端に放置されてい
たそうで、近くに住む山本さんがかわいそうに思い、近所の方と一緒に周辺環境をきれいに整えるなどしたそうです。
　山本さんは、カエルは縁起のいい生き物なので、近所の人と一緒に掃除したり花を飾ったり水を供えていて、「時
代とともに、自然や周辺環境は変わりましたが、カエル石像は、『運がかえる』という意味もあるから、縁起を担
いで『運河カエル』と呼んで、近所の人と大切にしています。これからも地域のシンボルになった、ビリケンさん
みたいになってほしいですね」と話してくれました。

【問合せ】ＰＲ推進室☎�7199–2090【参考文献】野田市郷土博物館『利根運河三十六景』2010年、流山市教育委員会流山
市立博物館『利根運河120年の記録』2010年、江戸川の自然環境を考える会『歩いて見よう利根運河』1999年自然通信社

近所の人たちで大切に近所の人たちで大切に

運
河
駅

東
京
理
科
大
学

流
山
街
道

利根運河

山崎排水樋管

利
根
運
河
交
流
館

運
河
カ
エ
ル

野
田

関
宿

中
部

幼
稚

園
名

４
日
火
９
時
30
分
～
11
時
・

☎
�
７
１
２
２
・
２
４
５
０

３
日
月
９
時
30
分
～
10
時
30
分
・

☎
�
７
１
９
６
・
２
３
２
４

開
放
日
時
・
電
話
番
号



　　市報のだ 令和5年7月1日号

◆
7
月
の
保
育
所
の
園
庭
開
放

保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
親
子
で
保

育
体
験
。育
児
相
談
も
。10
時
～
11
時
。

当
日
会
場
受
付
。
問
各
保
育
所

◆
８
月
の
保
育
所
の
園
庭
開
放

�

市
税
な
ど
の
納
期（
７
月
）

納
期
限
は
7
月
31
日
月
で
す
。 

◆
①
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
２

期
）・
②
国
民
健
康
保
険
料
（
２
期
）・

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
１
期
）・

④
介
護
保
険
料
（
２
期
）

納
付
書
を
確
認
し
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
①
は
収
税
課
、
②
③
は
国
保

年
金
課
、
④
は
高
齢
者
支
援
課

発熱などの症状のあるときは
①地域の身近な医療機関に電話相談
治まった症状を含めおおむね３日間の症
状を伝えてください
②どこに電話したらよいかわからないときは
　・千葉県新型コロナウイルス感染症相談センター
　　☎ 0570-200-139（24 時間 365日）
　・野田市発熱相談専用ダイヤル
　　☎� 7123-1646（平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分 )

◆
合
同
企
業
面
接
会
in
野
田
市

7

月
14
日
金
13
時
30
分
～
16
時
野
田
商

工
会
議
所
大
会
議
室
で
。
履
歴
書
・
職

経
歴
書
な
ど
持
参
。
当
日
会
場
へ
。
問

野
田
地
域
雇
用
促
進
協
力
会
事
務
局

（
野
田
商
工
会
議
所
内
）☎
�
７
１
２
２︲

３
５
８
５
・

�
７
１
２
２︲７
１
８
５

◆
自
衛
官
採
用
試
験

種
目
は
一
般

曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
。
受
付

期
間
や
対
象
者
、
試
験
日
な
ど
の
詳

細
は
自
衛
隊
柏
募
集
案
内
所
☎
�
７

１
６
３
︲
６
８
８
４
へ

◆
産
業
祭
の
出
展
者
と
出
演
者

10

☎
�
７
１
２
３
︲
１
０
８
６

◆
中
央
公
民
館
・
総
合
福
祉
会
館
の

臨
時
休
館

７
月
24
日
月
８
時
30
分

～
17
時
は
害
虫
防
除
の
た
め
全
館
休

館
。
中
央
公
民
館
は
17
時
か
ら
使
用

可
。
問
中
央
公
民
館
☎
�
７
１
２
４︲

１
５
５
８
、
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�

７
１
２
４︲３
９
３
９
、
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
�
７
１
９
７︲１
５
４
３

月
14
日
土
、
15
日
日
文
化
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
で
。
①
出
展
…
市
内
で
商
工
業
を

営
む
方
や
企
業
な
ど
。
原
則
２
日
間
。

７
月
20
日
木
に
抽
選
会
を
開
催
。
1

区
画
間
口
270
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
奥
行

360
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル（
最
大
２
区
画
ま

で
）。１
区
画
１
万
円（
２
日
間
）。②「
ザ・

ス
テ
ー
ジ
・
デ
・
シ
ョ
ー
」出
演
…
屋
外

ス
テ
ー
ジ
で
音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
行

う
方
。
２
日
間
の
う
ち
事
務
局
が
時
間

を
調
整
。
申
込
み
は
①
は
７
月
18
日
火

ま
で
、
②
は
７
月
31
日
月
ま
で
に
野
田

商
工
会
議
所（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）で
配
布

す
る
申
込
書
を
直
接
持
参
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、

野
田
市
産
業
祭
運
営
委
員
会（
同
会
議

所
内
）☎
�
７
１
２
２︲
３
５
８
５
・

�
７
１
２
２︲７
１
８
５
へ

◆
生
産
緑
地（
畑
）の
あ
っ
せ
ん

145
号

山
崎
貝
塚
町
第
4
生
産
緑
地
地
区（
野

田
市
山
崎
貝
塚
町
24
番
３
）。
地
積
868

平
方
メ
ー
ト
ル
。
農
林
業
従
事（
予
定
）

者
で
取
得
希
望
者
は
7
月
31
日
月
ま
で

に
農
政
課
☎
�
７
１
２
３︲１
０
８
６
へ

◆
7
月
か
ら
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
な

ど
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
装
着
が
義
務
化

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
の
た
め
。

車
体
の
見
や
す
い
位
置
に
取
付
け

を
。
問
課
税
課
☎
�
７
１

２
３
︲
１
7
１
8

◆
都
市
計
画
瀬
戸
上
ノ
台
地
区
地
区

計
画
の
原
案
の
縦
覧

7
月
13
日
木

～
27
日
木（
土
日
㊗
を
除
く
）都
市
計

画
課
で
。
7
月
13
日
木
～
８
月
３
日

木
は
意
見
書
提
出
可
。
問
都
市
計
画

課
☎
�
７
１
２
３
︲
１
１
９
３

◆
玄
米
黒
酢
の
空
中
散
布

7
月
6

日
木
と
8
月
10
日
木（
予
定
）5
時
か

ら
玄
米
黒
酢（
食
酢
）を
有
人
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
一
斉
散
布
。場
所
は
小
山
、

船
形
、
目
吹
、
木
野
崎
。
問
農
政
課

  

募
集
・
そ
の
他

花
輪

木
間

ケ
瀬

北
部
南
部

乳
児

尾
崎
清
水

中
根

福
田

保
育
所
名

18
日
火

12
日
水

12
日
水

12
日
水

18
日
火

11
日
火

11
日
火

11
日
火

27
日
木

20
日
木

13
日
木

6
日
木

26
日
水

19
日
水

12
日
水

5
日
水

開
放
日

☎
�
７
１
２
２・１
７
７
０

☎
�
７
１
９
８・３
８
２
５

☎
�
７
１
２
５・４
６
９
７

☎
�
７
１
２
４・２
２
２
１

☎
�
７
１
２
４・２
２
２
４

☎
�
７
１
２
９・２
０
０
９

☎
�
７
１
２
２・５
０
５
０

☎
�
７
１
２
２・５
７
４
１

☎
�
７
１
３
８・０
５
７
７

電
話
番
号

◎
熱
中
症
に
注
意
…
夏
季
は
熱
中
症
に
注
意
。
め
ま
い
や
手
足
の
し
び
れ
、
頭
痛
、
吐
き
気
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
早
め
に
医
療
機
関
受
診
を
。
室
内
や

屋
外
で
の
暑
さ
対
策
や
こ
ま
め
な
水
分
補
給
で
予
防
を
。
問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
�
７
１
２
５
︲
１
１
８
９
、
関
宿
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
�
７
１
９
８
︲
５
０
１
１

夏
ま
つ
り
に
伴
う
交
通
規
制
と
ま
め
バ
ス
迂
回

夏
ま
つ
り
に
伴
い
、
交
通
規
制
が

行
わ
れ
ま
す（
中
止
の
場
合
は
、
商

工
会
議
所
や
野
田
市
、
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ま
め
メ
ー
ル
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。
期
間
中
、
ま

め
バ
ス
の一部
ル
ー
ト
は
始
発
か
ら

終
車
ま
で
迂う
か
い回
運
行
と
な
り
、一部
バ

ス
停
が
利
用
で
き
ま
せ
ん（
迂
回
ル
ー

ト
で
は
バ
ス
停
に
停
車
し
ま
せ
ん
）。

【
問
合
せ
】
Ｐ
Ｒ
推
進
室
☎
�

７
１
９
９
︲
２
０
９
０
、
企
画
調
整

課
☎
�
７
１
２
３
︲
１
０
６
５

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
交
通
規
制
は
１
０
１
０
９
６

８
、
ま
め
バ
ス
迂
回
は
１
０
０
６
２
２
０

■交通規制と規制に伴い迂回するまめバス停留所等の案内

千葉銀行

７月14日・16日は、三ケ町夏祭りで、17時～22時　　　　（※　　  部分は時間規制）
７月29日は、みこしパレードで、15時～22時　　　　が交通規制
8月5日・6日は、躍り七夕で、16時～22時　　（※　　部分は交通規制なし）⑥

１
２

〒
３ ４

６

７
８

５

１
２
３
４

６
７
８

５

「愛宕神社前」　会場最寄りの利用できるバス停
「上町」
「仲町」
「キッコーマン前」
「琴平通り入口」
「欅のホール」
「中野台」

まめバスのバス停

「辻前」　停車は２路線

ま
つ
り
開
催
の
た
め

利
用
で
き
ま
せ
ん

「南ルート循環」
「新南ルート」

中
根
福
田

木
間

ケ
瀬

乳
児
尾
崎

保
育
所
名

３
日
木

２
日
水

２
日
水

１
日
火

１
日
火

開
放
日

☎
�
７
１
２
２・５
７
４
１

☎
�
７
１
３
８・０
５
７
７

☎
�
７
１
９
８・３
８
２
５

☎
�
７
１
２
４・２
２
２
４

☎
�
７
１
２
９・２
０
０
９

電
話
番
号



　市報のだ 令和5年7月１日号

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
野
田
文
化
研
究
会
・

人
形
劇
講
座
～
人
形
遣
い
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
！！

7
月
8
日
、
15
日
、

8
月
26
日
、
9
月
2
日
の
土
13
時
～

15
時
、
7
月
20
日
、
8
月
17
日
、
9

月
7
日
、
21
日
の
木
10
時
～
正
午
総

合
福
祉
会
館
で
。
全
８
回
。
鹿
島
佳

子
氏
（
人
形
遣
い
）
か
ら
人
形
作
り

や
物
語
の
制
作
、
演
じ
方
を
学
ぶ
。

先
着
10
人
。
千
円
。
は
さ
み
持
参
。

申
込
み
は
7
月
５
日
水
～
15
日
土
に

吉
田
☎
080
︲
５
４
６
０
︲
５
５
９
８
へ

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
会

7
月
6
日

～
20
日
の
木
19
時
～
20
時
30
分
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）

で
。20
～
50
歳
の
女
性
。各
回
先
着
5

人
。1
回
500
円
。申
込
み
は
7
月
5
日

水
か
ら
電
話
か
メ
ー
ル
で
北
田
☎
090

︲
１
６
５
１
︲
４
３
９
０

へ

◆
健
康
へ
の
第
1
歩
の
ヨ
ガ

7
月

9
日
、16
日
の
日
9
時
30
分
～
10
時

45
分
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。
申

込
み
は
事
前
に
ウ
ィ
レ
ッ
ト
ゆ
き
☎

070
︲
１
０
６
０
︲
０
２
０
５
へ

◆
エ
イ
サ
ー
講
習
会
＆
沖
縄
の
伝
統

文
化
体
験

７
月
９
日
～
令
和
６
年

３
月
31
日
の
日
10
時
～
正
午
総
合
福

祉
会
館
な
ど
で
。全
15
回
。エ
イ
サ
ー

講
習
会
と
琉
球
舞
踊
や
紅
型
の
染
め

物
体
験
も
。
４
歳
以
上
。
５
千
円

（
18
歳
以
下
は
千
円
、
親
子
参
加
は

１
組
２
千
500
円
）。
太
鼓
の
貸
出
あ

り
。
上
履
き
持
参
。
申
込
み
は
事
前

に
電
話
で

野
田
文
化
研
究
会
☎
080

︲
６
７
３
７
︲
０
３
３
２
へ

◆
合
気
道
体
験
会

①
７
月
11
日
火

19
時
15
分
～
20
時
15
分
一
中
武
道
場

で
。
②
７
月
12
日
、
26
日
の
水
16
時

30
分
～
17
時
30
分
春
風
館
道
場
で
。

全
２
回
。
③
７
月
15
日
～
29
日
の
土

9
時
15
分
～
10
時
15
分
イ
ン
フ
ォ

マ
ー
ジ
ュ
ア
リ
ー
ナ
（
総
合
公
園
体

育
館
）
で
。
全
３
回
。
①
は
中
学
生

以
上
、
②
は
中
学
生
以
下
（
未
就
学

児
可
）。
③
は
小
学
生
以
上
。
い
ず

�

  

講
座
・
教
室

れ
も
１
回
500
円
。
申
込
み
は
７
月
5

日
水
か
ら
田
中
☎
090
︲
5
９
８
３
︲

０
６
０
８
へ

◆
リ
ベ
ッ
ト
ボ
タ
ン
の
あ
そ
び
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
「
キ
ラ
キ
ラ
水
族
館
づ

く
り
」
７
月
22
日
土
11
時
～
正
午
、

13
時
30
分
～
14
時
30
分
野
田
ガ
ス

ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）で
。3
～
12
歳

（
６
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）。各
回

先
着
15
組
。500
円
。申
込
み
は
7
月
５

日
水
9
時
か
ら
電
話
か
直
接
同
ホ
ー

ル
☎
�
７
１
２
4
︲
1
５
５
５
へ

◆
総
合
福
祉
会
館
で
夏
休
み
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
講
座

①
ま
め
っ
こ
講

演
コ
ー
ス
…
7
月
28
日
金
10
時
～
正

午
。
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
な
ど
に
よ

る
体
験
と
講
話
。
市
内
在
住
・
在
学

の
小
学
生
～
大
学
生
。
②
要
約
筆
記

体
験
コ
ー
ス
…
８
月
9
日
水
10
時
～

正
午
。
実
演
と
要
約
筆
記
の
体
験
。

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
４
年
生
～

大
学
生
。
い
ず
れ
も
20
人
（
抽
選
）。

申
込
み
は
7
月
25
日
火
ま
で
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
協

議
会
内
）
☎
�
７
１
２
４
︲
３
９
３

９
へ

◆「
絵
手
紙
」楽
習
会

7
月
30
日
日

10
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。先

着
15
人
。500
円
。申
込
み
は
7
月
5
日

水
～
29
日
土
に
九さ
ざ
ら
し石
☎
�
７
１
２
4

︲
2
０
０
６
へ
。問

野
田

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・

  

イ
ベ
ン
ト

◎
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
原
則
無
料
。
自
主
的
な
活
動
（
催
し
物
・
会
員

募
集
）の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
発
行
日
の
1
か
月
前
ま
で
に
Ｐ
Ｒ
推
進
室
へ
。

催
し
の
変
更
や
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
各
主
催
者
に
確
認
を

渡
辺
☎
090
︲
７
８
２
２
︲
８
５
１
２

◆
西
武
台
千
葉
中
学
校
・
高
等
学
校

市
民
開
放
講
座

①
デ
ッ
サ
ン
講
座

「
金
属
の
質
感
」
…
８
月
1
日
火
9

時
～
正
午
。
中
学
生
以
上
。
②
入
門

中
国
語
…
8
月
1
日
火
、
3
日
木
9

時
30
分
～
11
時
30
分
。
全
2
回
。
初

心
者
。
③
ス
ク
ラ
ッ
チ
ボ
ー
ド
「
文

字
を
削
っ
て
み
よ
う
」
…
８
月
8
日

火
9
時
～
11
時
。
④
硬
筆
基
礎
・
楷

書
…
８
月
8
日
火
14
時
～
16
時
30

分
。
⑤
筆
で
文
字
を
書
こ
う
…
８
月

10
日
木
9
時
～
11
時
30
分
。
⑥
写
経

を
書
こ
う
「
筆
ペ
ン
に
親
し
も
う
」

…
８
月
18
日
金
9
時
～
正
午
。
⑦

篆て
ん
こ
く刻を

楽
し
む
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
印
を

刻
っ
て
み
よ
う
」
…
８
月
28
日
月
、

29
日
火
9
時
～
正
午
。
全
２
回
。
③

～
⑦
は
18
歳
以
上
。各
回
先
着
15
人
。

③
⑤
は
書
道
道
具
持
参
。
申
込
み
は

7
月
25
日
火
（
必
着
）
ま
で
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
は
が
き
（
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
）
で
〒
270
︲
０
2
３
５
尾
崎
２
２

４
１
︲
２
西
武
台
千
葉
入
試
広
報
部

☎
�
７
１
２
7
︲
１
１
１
１

へ

◆
な
ナ
連
合
（
野
田
自
然
保
護
連
合

会
）
主
催
講
座
「
夏
休
み
生
物
多
様

性
を
学
ぼ
う
」
8
月
5
日
土
9
時

30
分
～
正
午
こ
う
の
と
り
の
里
管
理

棟
前
で
。
小
雨
決
行
。
柄
澤
保
彦
氏

（
元
中
学
校
教
諭
）
や
岩
槻
秀
明
氏

（
自
然
科
学
系
ラ
イ
タ
ー
）、
野
田

野
鳥
同
好
会
と
一
緒
に
水
生
動
物
や

鳥
類
、
植
物
な
ど
を
観
察
。
先
着
25

人
。
100
円
。
当
日
会
場
受
付
。
問
北

城
☎
�
７
１
２
2
︲
４
６
３
９

◆
ゆ
う
＆
み
い
で
サ
ー
ク
ル
な
ど

①
お
は
な
し
玉
手
箱
…
7
月
7
日

金
。
②
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
…
7
月

18
日
火
。
③
育
児
相
談
日
…
7
月
27

日
木
。
２
組
。
い
ず
れ
も
10
時
～
11

時
。
０
～
３
歳
の
子
と
保
護
者
。
申

込
み
は
事
前
に

ゆ
う
＆
み
い
☎
�

７
１
２
４
︲
１
３
６
７
（
９
時
～
11

時
）
へ

◆
お
も
ち
ゃ
病
院
野
田

７
月
８

日
土
10
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館

で
。壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
修
理
。部

品
代
は
実
費
負
担
。当
日
会
場
受

付
。問
本
田
☎
�
７
１
２
９

︲
７
４
９
５

◆「
版
遊
会
」木
版
画
作
品
展

7
月

12
日
水
～
18
日
火
９
時
～
15
時（
最

終
日
は
16
時
ま
で
）。
市
役
所
ふ
れ

あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
30
点
。
問
小

澤
☎
090
︲
９
２
４
６
︲
４
５
０
９

◆
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
野

田
地
域
コ
ー
ス

7
月
16
日
日
、
い

ち
い
の
ホ
ー
ル
周
辺
コ
ー
ス
は
関
宿

中
央
公
民
館
９
時
集
合
、
10
時
解
散
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予
定
。
み
ず
き
周
辺
コ
ー
ス
は
10
時

30
分
野
田
南
部
診
療
所
駐
車
場
集

合
、
11
時
45
分
解
散
予
定
。
当
日
会

場
へ
。
問
早
川
☎
�
７
１
５
７
︲

３
５
５
５

◆
童
謡
の
会
・
歌
声
の
会

7
月
16

日
日
13
時
30
分
～
16
時
市
役
所
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
。
愛
唱
名
歌
持

参
。
500
円
。
当
日
会
場
へ
。
問
清
水

☎
�
７
１
２
２
︲
３
９
５
１

◆
ま
め
っ
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
人
形

劇
「
し
た
き
り
す
ず
め
」
7
月
17

日
月
11
時
～
11
時
45
分
中
央
公
民
館

で
。3
歳
～
小
学
校
低
学
年
の
子
と

保
護
者
。先
着
60
人
。1
家
族
500
円
。

申
込
み
は
7
月
5
日
水
～
15
日
土
に

電
話
か
応
募
フ
ォ
ー
ム
へ
。問
長
島

☎
090
︲
７
１
９
９
︲
９
５
４

４

◆
野
田
切
り
絵
の
会
作
品
展

7
月

19
日
水
～
25
日
火
９
時
～
17
時（
初

日
は
11
時
か
ら
、
最
終
日
は
15
時
ま

で
）。市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
。
60
点
。
問
岩
崎
☎
�
７
１
２
５

︲
８
０
８
３

◆
関
宿
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
イ
ベ
ン
ト

①
え
ん
が
わ
（
関

宿
）
…
7
月
19
日
水
10
時
～
正
午

関
宿
ナ
ー
シ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ
で
。

先
着
10
人
。
②
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

関
宿
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）
…
7
月

25
日
火
10
時
～
正
午
い
ち
い
の

ホ
ー
ル
内
つ
く
し
ん
ぼ
で
。
先
着

15
人
。
い
ず
れ
も
飲
み
物
代
別
途
。

申
込
み
は
7
月
5
日
水
～
12
日
水

に
電
話
か
直
接
同
セ
ン
タ
ー
☎
�

７
１
９
６
︲
５
５
８
８
へ

◆
ち
ょ
っ
と
硬
派
な
お
し
ゃ
べ
り
カ

フ
ェ

7
月
19
日
水
13
時
30
分
～
15

時
30
分
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。

政
治
や
社
会
現
象
な
ど
を
語
り
合

う
。
先
着
12
人
。
当
日
会
場
受
付
。

問
宇
野
☎
�
７
１
２
７
︲
１
７
５
４

◆
市
政
等
の
お
困
り
ご
と
懇
談
会

7
月
22
日
土
13
時
30
分
～
15
時
総
合

福
祉
会
館
で
。
先
着
10
人
。
申
込
み

は
7
月
5
日
水
～
20
日
木
に
佐
々
木

☎
�
７
１
２
９
︲
２
４
３
８
へ

  

会
員
募
集

◆
野
田
が
ん
哲
学
外
来
＆
メ
デ
ィ
カ

ル
カ
フ
ェ

7
月
23
日
日
14
時
～
16

時
中
央
公
民
館
で
。
が
ん
の
悩
み
な

ど
を
語
り
合
う
。
患
者
や
家
族
、
医

療
関
係
者
な
ど
。
先
着
20
人
。
申
込

み
は
７
月
5
日
水
～
22
日
土
に
髙
野

☎
070
︲
２
１
７
９
︲
０
４
５
７
へ

◆
育
児
支
援
家
庭
訪
問
員（
臨
時
職

員
）
育
児
、
家
事
な
ど
の
援
助
や

育
児
相
談
・
指
導
。
保
育
士
、
助
産

師
、
保
健
師
な
ど
の
有
資
格
者
か
子

育
て
経
験
が
あ
る
方
。
若
干
名
。
契

約
期
間
は
令
和
６
年
３
月
31
日
日
ま

で（
契
約
更
新
あ
り
）。時
給
千
159
円
。

履
歴
書
を
郵
送
か
直
接
〒
278
︲
０
0

０
３
鶴
奉
５
︲
１
野
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
�
７
１
２
４
︲
３
９
３
９

へ◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
老
い
じ
た
く
あ
ん
し

ん
ね
っ
と「
遺
言
・
相
続
無
料
相
談

会
」
７
月
18
日
火
９
時
～
正
午
野

田
商
工
会
議
所（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）

で
。
人
生
設
計
や
遺
言
・
相
続
・
成

年
後
見
な
ど
。
先
着
３
人
。
申
込
み

は
7
月
10
日
月
ま
で
に
斉
藤
☎
�
７

１
２
４
︲
４
１
７
０
へ

◆
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
無
料
サ

ポ
ー
ト

7
月
21
日
金
13
時
～
16
時

中
央
公
民
館
で
。年
金
手
帳
や
病
歴
、

初
診
状
況
の
メ
モ
。先
着
8
人
。申
込

み
は
7
月
5
日
水
～
21
日
金
正
午
に

守
山
☎
090
︲
８
５
５
９
︲
５
６
９
７

へ◎
サ
ー
ク
ル
名（
活
動
内
容
）・
活
動
予

定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対
象

（
な
い
も
の
は
初
心
者
、
老
若
男
女
問

わ
ず
）・
会
費（
月8は
月
会
費
、
年8は
年

会
費
、
入8は
入
会
金
）・
連
絡
先

◆
野
田
剣
志
会（
旧
関
宿
剣
道
育

成
会
）
毎
週
水
18
時
15
分
～
20

時
、
日
９
時
～
11
時
30
分
関
宿
中
央

小
体
育
館
な
ど
で
。
６
歳
～
小
学

生
。
月8千
円
。
入8千
円
。
林
☎
090
︲

９
６
７
８
︲
８
９
６
７

�

  

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

②

ロ

オ

ト
リ

ク

ア－

ベ

リ
イ

エイ
ウ

マ

ヌ

イツ
ア

ケ ト

ナ

◎
前
回
の
正
解
と
当
選
者

　
6
月
１
日
号
の
正
解
は「
ア
ベ
ヌ
マ
」

で
し
た
。

　
93
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結

果
、
当
選
者
は
秋
本
ト
シ
子
様
、
伊
勢

田
正
志
様
、
増
田
広
一
様
、
松
田
真
由

美
様
、渡
辺
睦
子
様（
五
十
音
順
）で
す
。

◎
市
報
の
だ
に
お
子
さ
ん
の
写
真
を
…
「
わ
が
家
の
天
使
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
。
事
前
に
Ｐ
Ｒ
推
進
室
☎
�
７
１
９
９
︲
２
０
９
０
へ

②

【
問
題
】マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋
め
、二
重

ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か
ら
Ｅ
の
順
に
並

べ
て
答
え
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。ヒ
ン
ト
＝

今
号
１
面
に
答
え
が
あ
り
ま
す
（
出
題
＝

Ｐ
Ｒ
推
進
室
・参
考
＝
広
辞
苑
な
ど
）

【
タ
テ
の
カ
ギ
】①
ロ
シ
ア
の
作
家
ド

ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
長
編
小
説
で

１
８
６
６
年
に
発
表
の
代
表
作
。②
抜

け
出
る
こ
と
。③
日
照
り
続
き
の
時
に

降
る
。干
天
の
ー
。④
コ
ウ
ノ
ト
リ
と

共
に
暮
ら
す
ー
。（
ヒ
ン
ト
＝
８
面
参

照
）⑦
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
越
年
草
。⑨
物

の
ふ
ち
・へ
り
。あ
る
場
所
の
ほ
と
り
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】①
江
戸
時
代
、シ
ラ
ウ

オ
漁
の
特
権
を
与
え
ら
れ
た
場
所
。現

在
は
埋
め
立
て
で
石
川
島
と
月
島
と

地
続
き
に
。⑤
相
手
に
物
事
を
知
ら
せ

る
こ
と
。⑥
並
ん
で
い
て
最
も
近
く
に

あ
る
。⑧
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
多
く
の
人
か
ら
注
目
を
浴
び
る

こ
と
。ー
る
。⑨
昨
年
8
月
に
野
田
市

か
ら
放
鳥
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
愛
称
。

⑩
危
険
を
犯
し
て
物
事
を
行
う
こ
と
。

【
応
募
方
法
】７
月
17
日
月
必
着
で
、は

が
き
に
答
え
、郵
便
番
号
、住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
、市
報
に
対
す

る
ご
意
見
や
感
想
を
明
記
し
、〒
278
︲

８
５
５
０
野
田
市
役
所
Ｐ
Ｒ
推
進
室

「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」係
ま
で
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
様
に
図
書

カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
報
の
だ
」

の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す

　

正
解
と
当
選
者
は
８
月
１
日
号
で

発
表
し
ま
す
。な
お
、当
選
者
の
方
は

氏
名
を
紙
面
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

◎
献
血
の
ご
協
力
を
…
7
月
23
日
日
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
野
田
七
光
台
で
。
10
時
～
16

時
（
11
時
45
分
～
13
時
除
く
）。
問
生
活
支
援
課
☎
�
７
１
９
９
︲
２
５
７
３



◆子どもの発達相談　発達に心配のある
18 歳未満の子どもの相談を行います。月
～金８時 30 分～ 17 時 15 分
職業相談（商工労政課）
◆無料職業紹介所　市の相談員が求人情
報を提供。市２階＝月～金。い1 階＝18 日
火。９時～16 時（正午～13 時除く）※い
ではハローワークによる各種相談も実施
◆ジョブカフェのだ (会場＝野田地域職業
訓練センター☎� 7121-1184）
セミナー・個別相談（要予約）、求人案内。
15 歳から 39 歳までの方とその親、40
歳以上の方。14 日金 10 時～ 16 時。
パーソナルサポートセンター（☎�
7125-2212）
◆自立するための生活・家計改善・就労
準備などに関する総合相談　市２階＝月
～金９時～ 17 時

◆青少年の悩み事相談　月・㊗・年末年
始を除く毎日。９時～ 16 時 30 分
ひばり教育相談（青少年センター内☎
� 7125-8088）
◆教育相談　学校生活の悩みや不登校な
ど。青少年センター内＝月～金９時～ 16
時※学校休業日を除く
ひまわり相談（野田幼稚園☎�7122-
2450）
◆教育相談　発達・子育てで心配なこと
など。野田幼稚園＝第２・４木 10 時～
15 時 30 分。 電 話 予 約（14 時 ～ 17 時
15 分）※どなたでも相談できます（幼稚
園休業日を除く）
消費生活センター（☎�7123-1084）
◆消費生活相談　購入した品物の苦情や
問合せ、架空請求・多重債務相談など
月～金 10 時～ 16 時（正午～ 13 時除く）
障がい者支援課（市役所内）
◆障がい者の相談　市１階＝月～金８時
30 分～17 時15 分
◆専門相談　市１階＝13 時30 分～16 時
…発達教育（3・24 日）、生活療育（6 日）、
就労者生活（20 日）、こころの生活（25 日）
生活支援（27 日）。電話予約
◆当事者・関係者相談　市１階＝10 時～
正午…視覚障がい者（4 日）、知的障がい者

（5 日）、ろうあ者（18 日）／13 時30 分～
15 時30 分…聴覚障がい者（4 日）、身体
障がい者（5 日）、精神障がい者（18 日）。

青少年センター（☎� 7125-2639）

電話かFAX（ �7123 ｰ1087） 予約
あさひ育成園（☎� 7122-7159）
◆外来療育相談　就学前の身体発達の遅
れなど。木 15 時～ 17 時。電話予約（月
16 時～ 17 時）
こだま学園（☎� 7122–2916）
◆外来療育相談　就学前の知的発達の遅
れなど。火９時～ 11 時。電話予約（月
16 時～ 17 時）
法人や団体などが開催する相談
◆心配ごと相談　日常生活の悩みなど。
総合福祉会館＝毎週火・第１金 13 時～
16 時。事前に電話で申込み。問野田市社
会福祉協議会☎� 7124-3939
◆行政書士無料相談　相続や遺言、成年
後見制度、許認可など。21 日金 13 時～
16 時。欅のホール 4 階第 1 集会室。電話
予約。問千葉県行政書士会東葛支部・齋
藤☎� 7196-6021
◆登記無料相談　相続登記や土地建物登
記など。電話相談のみ。11 日火９時 30
分～ 15 時 30 分。前日までに電話予約。
問野田地区司法書士会、土地家屋調査士
会・山東☎ 080-9396-1313

市報のだ　第 1383 号　令和5（2023）年7 月1 日号／発行＝野田市（〒 278-8550 野田市鶴奉７番地の１· ☎� 7125-1111) ／編集＝ PR 推進室

月の

市…市役所、い…いちいのホール
市民相談（☎� 7123–1068）
※ 7 月の法律・不動産・交通事故・行政・
税務相談は予約制。7月 3日月９時から電
話で予約を受付
◆一般市民相談　相続、離婚などの一般的な
手続きや悩みごとなど。簡単な相談は電話も
可
◆法律相談　弁護士に相談。裁判で訴訟、調
停中は不可。市 6・11･12・18・23・27 日。
い 27 日。7 日 間で 70 人
◆不動産相談　土地や建物の取引など。市
20 日。８人
◆交通事故相談　示談や自賠責保険など。
市 14 日。い 28 日。2 日間で 8 人。
◆行政相談　国や特殊法人などの仕事への苦
情や要望など。市 18 日。4 人
◆税務相談 相続税・贈与税など。市 19 日。
8 人

◆人権相談　人権問題での悩みなど。い 20
日。市 27 日。２日間で８人。電話予約
◆女性のための相談　市５階＝第 1 ～ 3 木
10 時～ 16 時。電話予約（電話相談も可）。
☎� 7123-1342
子ども家庭総合支援課（市役所内）
◆子ども家庭総合支援拠点（家庭児童相談室）　
18 歳までの子とその家庭や妊産婦の相談。
月～金８時 30 分～ 17 時 15 分
◆ＤＶ相談　配偶者などからの家庭内暴力の
相談や緊急時の安全確保など。月～金８時
30 分～ 17 時 15 分。☎� 7199-9462
児童家庭課（市役所内）
◆母子父子家庭等相談・婦人相談　母子、父
子家庭、寡婦など。月９時～ 19 時、火～金
９時～ 17 時
◆母子・父子自立支援プログラム策定事業　
母子家庭の母や父子家庭の父、および寡婦。
個別相談（要予約）、就労のための「自立支
援プログラム」作成。月９時～ 19 時、金９
時～ 17 時

人権・男女共同参画推進課（市役所内）

子どもの発達相談室（保健センター内
☎� 7125-1134）

❼

※休日当番医は変更する場合があります
（HP 検 索：1009852）。 か か り つ け 医
や休日当番医の診療時間外や急病の方は
救急告示病院（小張総合病院☎� 7124-
6666、キッコーマン総合病院☎�7123-
5911、野田病院☎�7127-3200）に問い
合わせてください

内　　科
曜日・時間 9時～ 16時

２日（日） 石井医院
☎� 7122-2434

９日（日） 鈴木医院
☎� 7124-5683

16 日（日）花井クリニック
☎� 7123-3900

17 日（月）スズキ皮フ科内科クリニック
☎� 7126-2285

23 日（日）うちだ内科クリニック
☎� 7127-8181

30 日（日）あら山こどもクリニック
☎� 7129-7149

有 料 広 告 広告内容は直接広告主に問い合わせてください

※市報のだに掲載する有料広告を随時募集しています。【問合せ】広告代理店「株式会社ジチタイアド☎ 092–716–1401」【HP検索】 1009675

人口と世帯：人口＝ 153,665 人（+42）／男＝ 77,213 人（+41）、女＝ 76,452 人（+1）／世帯数 71,673 世帯（+107）（R ５.6.1 現在）

相談日案内
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